
幕末明治から現代まで
織田文化歴史館と雨田光平記念館で文化の秋をすごそう！

　
今
年
度
の
雨
田
光
平
記
念
館
企
画
展
覧
会
で
は
、

郷
土
作
家
の
竹
内
英
輔
氏
と
、
田
村
民
藤
（
本
名

民
男
）
氏
の
二
人
を
と
り
あ
げ
ま
す
。

　　

二
人
は
昭
和
7
年
、
竹
内
氏
は
朝
日
町
（
現
越

前
町
）、
田
村
氏
は
武
生
市
（
現
越
前
市
）
に
生
ま

れ
、
と
も
に
福
井
大
学
で
学
び
ま
す
。

　

大
学
在
学
中
、
竹
内
氏
は
当
初
、
洋
画
家
の
西

山
真
二
氏
に
つ
い
て
油
彩
画
を
学
ん
で
い
ま
し
た

が
、
後
に
鋳
金
工
芸
家
の
笠
原
行
雄
氏
に
師
事
し

ま
す
。
油
彩
画
も
光
風
会
展
で
入
選
す
る
ほ
ど
の

腕
前
で
し
た
が
、
竹
内
氏
は
鋳
金
の
道
を
選
び
ま

し
た
。

　

田
村
氏
は

大
学
で
彫
刻

を
学
ん
で
い

ま
し
た
が
、

卒
業
後
、
小

学
校
教
諭
と

し
て
赴
任
す

る
際
に
移
住

し
た
織
田
町

（
現
越
前
町
）
で
越
前
焼
と
出
会
い
、
陶
芸
の
道
へ

入
り
ま
す
。
越
前
焼
中
興
の
祖
、と
呼
ば
れ
た
窯
元
、

北
野
七
左
衛
門
氏
と
の
出
会
い
も
あ
り
田
村
氏
は

作
家
を
め
ざ
し
ま
し
た
。	

　

二
人
は
美
術
教
諭
と
し
て
県
内
の
学
校
に
勤
め

る
か
た
わ
ら
、
日
本
最
大
の
公
募
展
で
あ
る
日
展

に
挑
戦
し
ま
す
。
平
成
3
年
に
竹
内
氏
が
、
平
成

13
年
に
は
田
村
氏
が
日
展
会
員
に
推
薦
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
現
代
工
芸
を
こ
こ
ろ
ざ
す
仲
間
を
集
め

て
現
代
工
芸
美
術
家
協
会
福
井
会
を
立
ち
上
げ
、

後
進
の
育
成
に
も
励
み
ま
し
た
。

　

平
成
11
年
に
竹
内
氏
が
急
逝
、
田
村
氏
も
平
成

25
年
に
所
属
団
体
を
す
べ
て
脱
退
し
、
創
作
活
動

か
ら
引
退
し
ま
し
た
。
本
展
覧
会
で
は
日
展
や
日

本
現
代
工
芸
美
術
展
な
ど
の
公
募
展
に
出
品
し
た

作
品
を
中
心
に
展
示
し
、
二
人
の
足
跡
を
た
ど
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会　
　
期	

10
月
4
日
㈭
～
11
月
25
日
㈰

開
館
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
5
時

　
　
　
　
　
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で

会
期
中
の
休
館
日	

毎
週
月
曜
日

	

10
月
8
日
㈪
は
祝
日
の
た
め
開
館
し
、

9
日
㈫
を
休
館
日
と
し
ま
す

観
覧
料	

一
般
１
０
０
円

	

20
人
以
上
の
団
体　
2
割
引

	

中
学
生
以
下
70
歳
以
上
の
人
は
無
料

後　
　
援　
㈱
福
井
新
聞
社
・
福
井
放
送
㈱
・
福
井

テ
レ
ビ
㈱
・
丹
南
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱

問
合
せ
先　
雨
田
光
平
記
念
館

	

☎
３
６‒

２
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６
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劔神社境内絵図

▲

　劔神社所蔵　

幕末明治の越前町
平成30年度 越前町織田文化歴史館 幕末明治福井１５０年博 特別展示

幕末明治の越前町
平成30年度 越前町織田文化歴史館 幕末明治福井１５０年博 特別展示

10月7日㈰・10月28日㈰・11月18日㈰

午前10時～午後6時（入館は閉館30分前まで）
9月29日㈯ ▲ 12月2日㈰平成30年 越前町織田文化歴史館

越前町織田文化歴史館 文化交流ホール

10月７日㈰

募集対象／誰でも参加可能。事前申込みなし。　定員／先着50人　参加費／無料
問合先／〒916 0215 福井県丹生郡越前町織田153 1 8 TEL.0778 36 2288 FAX.0778 36 2588

記念講演会

講演会１　13：00～14：00（60分）
演題／幕末に生きた学僧 上野丹山
講師／村上雅紀（越前町織田文化歴史館 学芸員）
概要／浄勝寺第13世住職・上野丹山の生涯や当時の
　　　文化人との交流などを取り上げ、郷土の偉人
　　　についての理解を深める。

講演会２　14：10～15：40（90分）
演題／黄檗版一切経のはなし
　　　　　　―鉄眼禅師の出版事業と越前―
講師／松永知海氏（佛教大学仏教学部 教授）
概要／大蔵経の歴史や『黄檗版一切経』の概要、法
　　　然院忍澂上人の大蔵経対校を取り上げ、上野
　　　丹山が行った『黄檗版一切経』の校訂作業の
　　　仏教学的な意義について考える。

10月28日㈰
講演会３　13：00～14：00（60分）
演題／幕末・明治期の劔神社
講師／堀　大介（越前町織田文化歴史館 学芸員）
概要／幕末から明治にかけての劔神社に伝わる資料
　　　や発掘調査の成果をもとに、境内の様相と建
　　　物の変遷について考える。

）分09（ 04：51～01：41　４会演講
演題／越知山開運講について
　　　　　―幕末の越知山信仰のすがた―
講師／三井紀生氏（郷土史研究家）
概要／幕末から明治初年にかけて越知山信仰の一般
　　　化に寄与した「越知山開運講」を現存する奉納
　　　物と大谷寺文書から紐解く。

11月18日㈰
講演会５　13：00～14：00（60分）
演題／明治からの越前焼
講師／小辻陽子（越前町織田文化歴史館 学芸員）
概要／明治から昭和初期にかけての短期間だけ生産
　　　されていた越前の色絵陶磁器について話す。

講演会６　14：10～15：40（90分）
演題／工芸史からみた明治期の越前焼
講師／一瀬　諒氏（越前古窯博物館 学芸員）
概要／明治期の工芸について概観しながら、当時生
　　　産された越前のやきものの特徴・見どころを解
　　　説する。

▲『諸事雑記』個人所蔵

▲粉本・図案 越前町教育委員会所蔵

▲木造丹山坐像 浄勝寺所蔵　

▲橋本左内像
　越前町教育委員会所蔵

陶磁器徒弟養成所印

▲

　個人所蔵　

▲校訂『黄檗版一切経』浄勝寺所蔵

▲越前焼大甕
　越前町教育委員会所蔵　

▲越知山開運講 切手
　越知山大谷寺所蔵

入館料／一般 100円・団体（20 名以上）80円　中学生以下、70 歳以上は無料
休館日／ 10月1日㈪・9日㈫・15日㈪・22日㈪・29日㈪
　　　   11月5日㈪・12日㈪・19日㈪・26日㈪
主　催╱越前町教育委員会
後　援╱
問合先／〒916 0215 福井県丹生郡越前町織田 153 1 8  TEL.0778 36 2288  FAX.0778 36 2588

越
前
町
の
日
展
作
家
　
鋳
金
と
陶

竹
内
英
輔
・
田
村
民
藤 

展

企画展

田村民藤氏 竹内英輔氏

青い山／画像提供　（公社）日展

発祥＝99

特  集

問合せ先　織田文化歴史館　☎36‒2288

広報 えちぜん 26平成30年10月号広報 えちぜん27 平成30年10月号

S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e


